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銀河進化を紐解く上で星間物質の循環サイクルを理解することは重要である。特に星形成に至る分子雲の時
間発展を観測的に明らかにするためには銀河全体に対して均一な観測を行い統計的に調べる必要がある。M33
(D∼840 kpc)は最も近い羊毛状渦巻銀河であり、程よい傾斜角 (i∼50◦)を持つため、渦巻腕など銀河の大局的
な構造と分子雲の進化の関係を探るのに重要な観測ターゲットである。我々は、ALMAの Atacama Compact
Array(ACA) を用いて、12CO,13CO(J=2–1)輝線により空間分解能∼30 pcのM33のサーベイ観測を推進してい
る。観測予定領域は 1180′′ × 1100′′ (4.7 kpc × 4.4 kpc)で、現時点で全体の 2/3 の領域で観測が完了しており、
IRAM 30m望遠鏡では検出できなかった、銀河系の暗黒星雲に対応するような 5×103M⊙程度の分子雲を検出
できたことを報告した (村岡他 2020秋季年会)。ACAによる 12COデータに対して、階層構造解析アルゴリズム
Dendrogram (Rosolowsky et al.2008)を適用し、分子雲の同定を試みたところ、現在の観測領域内において 500個
程度存在し、そのうち 104M⊙以下のものが 50個程度あることがわかった。これらの比較的小質量な分子雲では
13COはほとんど検出されなかった。13COが検出された分子雲は 100個程度であり、そのほとんどが 12COでト
レースされる分子ガス質量が 105M⊙を超える巨大分子雲である。これらのうち半分程度で 24µm source (Verley
et al.2007)の付随が見られた。講演ではこれらの分子雲の密度の進化や大質量星形成との関連について議論する。


